
令和元年度「森林サービス産業」検討委員会報告書（概要版）

（令和元年度 森林資源を活用した新たな山村活性化に向けた調査検討事業）

森林サービス産業の考え方・内容第１章

○ ῢᾚ ʺᵓזּ 100 Ⱳ ʺˮSociety5.0˯Υ Ⱳτ βϥ ʺ働き方改革の実現や健康寿命の
延伸、アクティブ・ラーニングの実践等が社会的要請ρσμοΜϥʻ

○ Ϙθʺ森林・林業の担い手の生活基盤である山村に目を向けると、ԁ χ ӽπψ▀Ộ ọϞ ӽᵰ
ρχῖ τ ῞ΰοΜϥϜχχʺ依然として多くの地域では、第一次産業を中心に産業の停滞や若年
層の流出などにより消滅の危機τ╢ήϦοΜϥʻ

○ άχϢΞσּזᵓ Ϟᴿ τ βϥ効率的な解決方策の一つが「森林サービス産業」の創出・推進
πΚϤʺ Φ ᵠᶗχםᾝϬψαϛρΰθ都市部での課題解決に貢献πΦϥιΪπσΨʺ多様化する
国民の価値観・ライフスタイルの受け皿τϜσϤʺ╦ τΣΜοψˮᵰΤϣχ♪ ˯ρˮ Τϣχ♪
˯Υ ᵓΞ「関わりの場」として自らの価値を見直すきっかけτϜσϥʻ

健康経営における森林活用とエビデンスの考え方第２章

１．健康経営における森林活用の領域

○ ḼỘχὲῴὊְτΣΜο ᶨ Ϭ ΰοΜΨ∑τψʺḼỘʾӺ ᾑּי Ϭ︡Ϥ᷊Ψ ệϞ
Ϭ ϘΠʺήϣτḼỘʾӺ ᾑּי χИ˔Ї Ϭ τ Ӄΰθ πʺ企業の健康経営上の課

題解決に寄与するようなプログラムを開発・提供ΰοΜΨάρΥ ʻ

○ ζχ∑ʺ企業の健康経営の視点に合わせたエビデンスの取得・集積ϬΰοΜΨάρϜ ʻ

○ ḼỘχὲῴὊְτΣΜο森林活用をアプローチできる領域ρΰοʺ①心と身体の健康づくりʺ②社員
研修ʺ③ワーケーションʺ④福利厚生・CSR 活動Ϭ ꜘʻ

̞ᾁ ᵓπψʺὲῴ πχˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯χ
ʾ τḩβϥᾁ Ϭ︡ϤϘρϛθʻ

森林サービス産業とは？

ü ⱪṍΤϣ ṍτ♩ϥжϱТІГ˔Ѕ
τʺм˔ϼˢ▫ⱧʾᶘỘ ˣρжϱТ

ˢ ᶨʾ ᴭ ˣχЄ˔рτ›ϩδο、
森林空間が生み出す五感への恵み等を活
用して、健康・観光・教育等に関する高
付加価値サービスを提供する産業

üビジネスモデルはʺ σϹϱЖρל ᾓ
ФкϽжЭτϢϥガイド料収入χϕΤʺ
ὲῴʾḢΊʾễӾσς既存産業での森林
空間利用による市場の拡大Ϭ

２．健康経営に向けた森林空間における保養活動等の先行研究の状況

○ άϦϘπχ ἋḧτΣΪϥ ᶨ τḩϩϥϵРДрІχ︡ ʾ ψ χᶘ꜡ּי τϢ
ϥᾆẕΥ︠ ʻ ʺӺ ʾ ὲ τΣΜοψˮ₢ẤτṁξΨӺ ˯ΥẐϛϣϦοΜϥʻ

○ 今後、健康経営に寄与する「森林サービス産業」を促進する際にはʺṌᴁχ “ᾆẕτνΜοʺςχ
「エビデンスレベル」τΚϥΤχӺᶘ σ ʾ Τϣ「推奨度」Ϭ ᵔΰοʺ適切に先行研
究を活用することを促進βϥάρΥẐϛϣϦϥʻ

エビデンスのレベル分類
Ⅰ システマティック・レビュー/ メタアナリシス
Ⅱ 1 つ以上のランダム化比較試験
Ⅲ 非ランダム化、クロスオーバー 比較試験
Ⅳ 分析疫学的研究（前後比較、コホート 研究等）
Ⅴ 記述研究（症例報告、症例集積研究）
Ⅵ 専門委員会や専門家個人の意見

推奨度の分類
A 行うよう強く勧められる
B 行うよう勧められる

C1 行うことを考慮してもよいが、十分な根拠がない
C2 根拠がないので勧められない
D 行わないよう勧められる

1



２．健康経営に向けた森林空間における保養活動等の先行研究の状況（つづき）

○ ①心と身体の健康づくりτνΜοψʺԁ χϵРДрІΥ ήϦοΜϥΥʺḼỘχὲῴὊְτ‟ᾅ
βϥϵРДрІρβϥθϛτψʺ ỘԌχ ᶨ Ḉχᵠ τΰΪοʺ ΰθ֫ ế Ϟ Фк
ϽжЭχם☼Ϭ▀ỘӺ ρ ὀΰο︡Ϥ ϭπΜΨρρϜτʺ ΦσЂрФиЂϱЇϞЂрФиχ
ṍ σ ΥẐϛϣϦϥʻ

○ ʺ②社員研修ʺ③ワーケーションʺ④福利厚生・ＣＳＲ活動τνΜοψʺ ⱨ τΣΪϥ “
ᾆẕψᾋϣϦϥϜχχʺ ἋḧτΣΪϥ ᶨ ϬḼỘχὲῴὊְτ ὫβϥἹπם☼ΰθ “ᾆ
ẕψᾢϣϦοΣϤʺ₈ῇχᾆẕⱧ χ ϙ φΥ ʻ

分
野

測定指標 代表的なエビデンス【エビデンスレベル】

心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り

循環器系
●森林での過ごし方に関わらず、血圧降下効果や脈拍減少効果が期待できる【Ⅰ】
〇森林浴が慢性心不全患者の補助療法として有用である可能性【Ⅱ】
〇森林歩行で動脈硬化指標や呼吸機能が有意に向上【Ⅱ】

自律神経系
●森林では、座観によってリラックス効果が高まった【Ⅲ】
〇森林で過ごすことによって、慢性広範囲疼痛患者のリラックス効果を確認【Ⅲ】

免疫系
〇竹林で３日間過ごすことで、免疫力が上昇【Ⅱ】
●2 泊3 日の森林浴で免疫力が上昇し、その効果は30 日間継続【Ⅳ】

内分泌系

〇森林浴によってコルチゾール（ストレスホルモン）レベルが短期間低下【Ⅰ】
●森林浴でノルアドレナリン（ストレスホルモン）が減少、アディポネクチン（動脈硬

化や糖尿病などの生活習慣病を予防）が増加【Ⅳ】
●森林浴でアディポネクチンとDHEA-S（抗ストレス・抗加齢ホルモン） が増加【Ⅳ】

脳神経系
〇竹林を歩行中の脳波では、リラックスし注意度が高まった【Ⅲ】
〇森林を眺めることによって、リラックス効果を確認【Ⅲ】

炎症反応・酸化ス
トレス

〇森林浴によって、一部の酸化ストレスマーカーが減少【Ⅱ】
〇森林浴によって、一部の炎症性サイトカインが減少【Ⅲ】

その他の身体反応
〇緑地で過ごすことにより心血管疾患や糖尿病、脂質異常、喘息などの発生率が減り、

健康上の利点が得られることが示されたが、研究の質が低い論文もあり、慎重に解釈
する必要がある。【Ⅰ】

気分の改善効果
●森林浴において森林風景の存在が気分の改善効果等に重要な影響を与える【Ⅲ】
○1泊2日の森林浴プログラムを体験した場合に活気や緊張・不安感などが改善【Ⅳ】

感情の改善効果 ●森林滞在後にネガティブな感情が低下し、ポジティブな感情が上昇【Ⅲ】

心理状態の回復 ○森林での滞在後に心理状態が回復し、それは冬季の森林浴であっても有益【Ⅲ】

森林の回復特性 ●間伐によって森林の有する回復特性（利用者を癒す力）が高まる【Ⅳ】

気分障害・不安障
害

○森林浴を認知行動療法の一環に用いることで大うつ病患者の気分等が改善【Ⅱ】
○精神病性障害と気分障害の患者に森林浴を体験させたことで情動と不安感が改善【Ⅳ】
○短期間の森林環境における滞在は疲労障害の改善に有益である可能性【Ⅲ】

健康感・回復感等
○認知行動療法を用いた森林浴プログラムを実施したことで幸福感(QOL)が上昇【Ⅲ】
○過去1週間に自然に触れた人は、そうでない人に比べ健康状態や幸福感が良好【Ⅳ】

社員研修
○自然環境での冒険教育プログラムは若者の精神的健康を促進【Ⅱ】
●野外実習により、不安の改善、心の状態の向上、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上が確認【Ⅳ】
●新入社員研修を自然環境で実施後、離職率が改善【Ⅳ】

ワーケーション等
○自然環境で過ごすことにより創造性が改善【Ⅱ】
●自然環境において都内オフィスよりもクレペリンテストの平均回答数が高まる【Ⅲ】
●ワーケーションにより生産性（商談件数、契約金額）が向上【Ⅳ】

福利厚生・ＣＳＲ活動
●宿泊型健康指導プログラムは、持続的な行動変容、生活習慣病指標の改善に寄与【Ⅳ】
●森林療法ワークショップは企業のメンタルヘルス向上の可能性【Ⅳ】

͍ˣ̔ψ τΣΪϥᾆẕὫᴮʺ̓ψᵤᵰτΣΪϥᾆẕὫᴮπΚϥʻ
͎ˣ₈ῇẐϛϣϦϥᾆẕ
ˢὲῴξΨϤˣ ỘԌχ ᶨ Ḉχᵠ τΰΪοʺ ΰθ֫ ế Ϟ ФкϽжЭχם☼Ϭ▀ỘӺ ᴪ ρ ὀΰθ︡ τḩβ

ϥם ἷχᾆẕʾ ₰ʺ ΦσЂрФиЂϱЇϞЂрФиχ ṍ σ Ϭ“Ξᾆẕʾ ₰χ Υ ʻ
ˢּזԌᾆ ˣ Ϟ τיּ βϥᵒ ᾆẕΥϕρϭςᾋ θϣσΜʻήϣτם ἷχᾆẕʾ ₰χ Υ ʻ
ˢм˔Ͼ˔Єдр ˣԁ τם σᾆẕ ᴮΥϙϣϦϥΥʺᶘ ΥϕρϭςσΜʻήϣτם ἷχᾆẕʾ ₰χ Υ ʻ
ˢ ῡ ʾͨͧ͘ᶨ ˣԁ τם ᾓχ♯ϙΥᶎם πΦϥΥʺήϣτם ἷχᾆẕʾ ₰χ Υ ʻ
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３．健康経営における森林活用に向けたエビデンス取得手法の考え方

○ ḼỘχὲῴὊְχ ᴣТй˔Э χ πψʺƈὲ Ɖσςᾤ χὲῴ τḩβϥϜχʺƈ ṍὧ
ỠƉσςṐᵓ ﬞχ⌡ᾚτḩβϥϜχʺƈ Ɖσς σ ∙χӲⱱʾᶎ τḩβϥϜχ Ϭ ꜘʻ

○ άϦϘπˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯χᾁ τΣΜοψʺ ἋḧτΣΪϥּזԌᾆ τϢϤˮ ṍ χ
˯τ‟ᾅΰθⱧ Ϟʺ ᶨ τϢϤᾤ χὲῴᵠ τṄ ΰθⱧ ϬἿΫοΦθΥʺάχ

ϢΞσアウトカム評価に直結するようなエビデンスの取得・集積を促進ΰοΜΨάρΥẐϛϣϦϥʻ

○ 森林空間における保養活動等を通してʺὲῴϒχṓξΦʾ Ṑ ΪϬ Ϥʺ日常の生活習慣の行動変
容につながっているかという視点（事前、実施、事後の３段階）πχϵРДрІχ︡ ʾ Ϝ ʻ

○ ự χṪ ᶗ τϢϤʺϳϴϯжУиṐṀϬψαϛ心身の健康状態を比較的簡易に測定できるデバイ
スϞʺ測定結果を自分で分析・活用できるアプリ・プログラム χᵫ Υ ϭπΜϥʻ

○ ︡ ʾ ΰθᶆ Д˔ЌτνΜοψʺ 産業医 τϢϥ ὲ◙ ʺ 企業・医療保険者τϢϥὲ
ʾ ὲ◙ ὓᵊχḼᵊʾ ӛʺ 管理監督者τϢϥ ḕẽχ Ӄʺ サービス事業者τϢϥФк

ϽжЭχ ᴣʾᵠ ʺ 研究者τϢϥϵРДрІχᶎ ʺ サービス利用者τϢϥЈиТϾϯʺ 政
策担当者τϢϥРАϽД˔Ќ σςʺ ˑσ πχᶨ χᴦ ʻ

○ 各種データの取得・蓄積を設計する段階で、これらステークホルダーの視点を考慮して、多角的に
「エビデンス」が活用できるようにデザインしていくことが重要ʻ

ˣὊↄ▀Ộ ˮḼỘχ˰ὲῴὊְ˱ϹϱЖУАϼˢᵠ ͍ ˣ˯ˢ 28 4ὮˣϬ╥ ʻ

健康経営評価指標

個人へ
の効果

V 個人の健康増進ˢὲ ʺὲ Ὣᴮʺ
ᶨ ḈʺІЕйІ ệʺ Ḇ ˣ

V 機会損失の削減ˢ ṍὧỠʺ Ộ ᾢ
ˣ

V 生産性の向上

組織へ
の効果

V 組織の活性度ˢм˔ϼϵрϿ˔ЅЮрЕʺ
ỘԌ ʺЯЎЦ˔ЄдрʺЀЬв
ИϾ˔Єдрχᶨ ˣ

V 優秀な人材の維持・確保ˢ ʾ ⅜
Ὣᴮʺ ˣ

V ブランド効果ˢᶆ жрϺрϽʺῢЀЬ
ˣ

▶ 無関心期

▶ 関心期

▶ 準備期

▶ 実行期

▶ 維持期

行動変容の必要性に
ついてのティーチング

行動変容の方法に
ついてのティーチング

目標設定と行動計画
のためのコーチング

持続のためのコーチング

支援の完了

行動変容の５つのステージ
（出典）厚生労働省健康局「標準的な健診・保健指導

プログラム（各年度版）」を元に整理

֓ ὕ inὰṲῇ ԍ

ӫ
♥

¸  ˺ ὑ
¸

ӣ₉Momo ֻӣ
¸ ʝ˲
¸ ὑ
¸ ˃ Β

ῇ ӣ₉ ԍ Σ ̈

ẋ
¸ẅ ѧ
¸ ᾦί

ӫ
Ѽ

¸

¸ ʝ˲ ◘ Ӳ̝̝
¸ В
¸ ὑ

¸

₴

ḹ
῎ ὰṲὟ⁸ ԍ

Σ ὰṲῇ ᶸ
Ṑ ἧ

ᾍ
Ẏ ̔ ˲˗ ► ὤ ˲
ӣ ͪ ͜ ͜ᶧ̱ ͜
Ẏ˲17׀ ἧ͑ ׀

¸˜ Ⱳ᷂ Ѵ ҧ ҧׄ
ʣ

¸̔ ʹ Ή˲ 
♣ ὑ ᶅ ҧ ӓ
ὑͪβ ᾚ Ҳ

地域医療滞在型・養生医療

医療
スタッフ
医療機器

保険診療
健診業務
在宅医療
訪問看護
学校医

自然療法
代替医療
森林療法

食養生・農育
滞在プログラム

地域の自然、既存の施設・人材を活用、雇用の拡大

日
月
倶
楽
部
・
富
士
山
静
養
園

朝
霧
高
原
診
療
所

【朝霧高原内で活動するWELLNESS UNION】

ҧ

V ̭
V ֚ ᾜ
V ʥὄ ᾜ
V ѝ֚ꜘר ̭ʤ Ѱ
V ʴ Ṕ
V Ṕ
V ̸ ᵎ

̊ʤ
Ḩ ̭

1970₴̈ John Kabat- zin ˽ ◙ ֞
.

1990₴̈ M. Williams MBSR+ ˺Њ қ
ר . ҧ

˜ Ѵ ҧ doing 
mode Ѯ being 
mode ˹ ׄ

Ⱳ ᾚ ʝ ặר
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全国・都道府県レベルの支援施策・推進体制の状況第３章

１．全国レベルの支援施策・推進体制 ／ ２．都道府県レベルの支援施策・推進体制

３．全国／都道府県レベルで構築すべき支援施策・推進体制等のあり方

○ ˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯Ϭ βϥ∑τψʺ ╦ ọʾ Ἃḧ ˢ ▀ ʾ ˣʺ ӽ
ξΨϤʾ ˢ ʾ ᶕ ˣʺὲῴξΨϤʾ Φ ᵠᶗˢῡ ˣʺХиІϾϯ▀ỘˢὊ▀
ˣʺ ᾓᶨ χ ˢ ᴬ ˣʺḢΊ ӽξΨϤʾ ᶨה῝ ˢḢΊ ʾḕẽ ˣχ◦כ☼├

Ϭ ӽχם τ›ϩδοᶨ βϥάρΥ ῟ʻ

○ ᾉτϢϥ χ ὲṐ χ τḩβϥ☼├τνΜοʺᵃ Υ σ☼├ρΰοӡ Ϊο
ΣϣγʺḢΊʾῖ ʺ ʺӺ ʾ ὲχᶆ☼├ρχ ὀϜ πΚϥΥʺ◕ ʾ ḧ ΰ
Ϊχ◦כ├τνΜοψʺЊТЕ π ͑ᶤʺМ˔Ж π ͐ᶤχ ᾉπ„αϣϦοΜϥʻ

○ Ϙθʺ ☼├τνΜοψʺϕρϭςχ ᾉΥ χ῝׃ Ṑ χ ẉἴ ʾͥͧϬ ρΰοΜ
ϥΥʺζχ τ σ ∙ˢᾆ χם☼ˣʺ ẉἴ Ɫ∙ˢ︣ԏΦʾⱧ χ⌠ ˣʺẤ ˢ
› ☼ χӲⱱḚ ˣχ ệψ ΰΨσΜάρΤϣʺ ḧḼỘχ χᶨ ϒχḩ Υ‰Μʻ

プラットフォームの枠組み

農山村
地域側

市町村
観光協会

飲食・宿泊業
農林漁業者
交通事業者

都市側
誘客組織

旅行業
交通事業者

企業・保険者
自治体・学校
分野別事業者

人材育成支援（地域系団体等）

PG開発支援（業界団体等）

PM支援（ﾒﾃﾞｨｱ・運輸系）

各種施策等による支援
（関係省庁・都道府県等）

調査研究支援
（大学・研究機関等）

MK支援（コンサル等）

事業化支援（提携企業等）

PG：プログラム、PM：プロモーション、MK：マーケティング

農山村
地域側

都市側
誘客組織

人材
育成

ＰＧ
開発

ＰＭ ＭＫ 事業化 調査研究 各種施策

②課題群

健 康
づくり

働き方
改革

教 育

観 光

SDGs
CSV

①
テ
ー
マ
群

①テーマ軸での情報交換等促進

③研究開発に向けた情報交換等促進

④政策提言等に向けた情報交換等促進

②
課
題
軸
で
の
情
報
交
換
等
促
進

事業の中核
を担う人材
がいない

異業種との
連携のノウ
ハウがない

外部の観光
専門家との
接点がない

事業黒字化
のノウハウ

がない

効果的に
情報発信で
きていない

異業種との
連携のノウ
ハウがない

プラットフォームによる多様な課題解決の取組

○ ˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯τ︡Ϥ ϜΞρβϥ ╦ ӽτ ΰοʺ ∙ᶎ ʾӾ ʺФкϽжЭᵫ ʺ
ФкЯ˔ЄдрʺЫ˔ϾГϰрϽʺⱧỘᴟ χ◦כϬ“ΠϥⱧỘּי Ϟʺ ◕ Τϣ ẁϬ πΦ
ϥ ρχЫАЎрϽΥ ϦϥϢΞσФжАЕТ϶˔ЭϬ βϥάρΥ ʻ

○ ФжАЕТ϶˔ЭϬᶨ βϥ∑τψʺГ˔Ы꞊Ϟᴿ ꞊πχ ῖḊ Ϭ ΰʺ ӽϞ ḧΥ︠
ρσμοẸ ʾẸỘϬ βϥάρπʺ ˑσᴿ ᵔὨτὌΫοΜΨ♪ Υ ʻ

モデル地域創出のあり方第４章

１．地域の推進体制の構築のあり方

○ ӽτΣΜοˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯Ϭ ʾ
βϥτ θμοψʺ ˑσ χḩἰּיʾ ᴪ
ϬЮрН˔ρβϥ ӽФжАЕТ϶˔ЭˢἹ
ρΰοψ֒ Ϭ╥ ˣϬ  ΰοΜΨάρΥ ʻ

○ ζχ∑ʺˮ ӽᵰχ♪ ˯Ϝ︡Ϥ Ϧο ᵺ ӽ
χˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯χΚϤ Ϭᾁ βϥάρ
Υ ӽχᴣ Ϭᾋ βΦμΤΪτσϥάρΤϣʺ
ӽ ᵰχ ῲΜḩἰּיϞ ḧⱧỘּיχ╥ᵊϬ
ο ϛϥ ʻ

○ ᶕ ˗ ῖ Υ⌠ ΰθˮPPP/PFI ӽФ
жАЕТ϶˔Э֫ ЫИвϯи˯Ϝ╥―τΰσΥ
ϣ︡Ϥ Ϛ ʻ

タイプ 内 容

協議会
新設型

行政・団体や地域等を中核に、独自の協議会等
を設立するスタイル

既存協議会
活用型

行政・団体や地域等を中核に、既存の協議会等
の事業の１つに位置付けるスタイル

中核的組織
先導型

DMOや観光協会等が中核となって、緩やかな
プラットフォームを構築するスタイル
「特定地域づくり事業協同組合」の活用も一方
策

拠点施設
先導型

森林総合利用施設、ビジターセンター、道の駅
等の観光・交流拠点施設の管理・運営者が中核
となって、緩やかなプラットフォームを構築す
るスタイル

民間先導型
まちづくり会社等が中核となって、緩やかな
プラットフォームを構築するスタイル 4



１．地域の推進体制の構築のあり方（つづき）

○ άϦϘπᶆ π Υ ◙ήϦοΦθ ЀрГрБχ τψʺ τ ẁϬṍ βϥΚϘϤʺ ᵺ
Ђ˔РІΥ都市部の顧客が期待する水準に達しない段階からプログラム提供Υ“ϩϦʺὫᴮρΰο
ˮ χУжрДϰрϽ˯ΥσήϦʺ取組が長続きしないケースも散見ʻ

○ Ϙθʺ健康・教育分野ではサービス利用者の行動変容や能力向上につながるまでに長い時間Ϭ ΰʺ
ḧ︠ χ︡ τ βϥ ṍ σ◦כχϙπψꜛ σⱧỘχ Υ₉ πΚϥάρΤϣʺ自走段階

に達するまでの各段階で必要となる取組を理解しておくことが重要ʻ

○ 「森林サービス産業」の創出を目指すためにはʺӗ Ḛ ЫИвϯиχ⌠ ʺӗ Ḛ χθϛχ
ЎϴАϼзІЕ χ ʺϹϱЖ χẎẍẎ „ χ „σς安全管理体制の構築も必要ʻ

２．人材確保・育成の仕組みづくり

○ ˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯χ Ϭ  ΰοΜΨθϛτψʺ ӽϬ ΰοʺ ΰσΥϣ“ Ṑ 
Ϟ ḧⱧỘּי ρχ ʾ Ϭ ΞάρΥπΦϥコーディネーターの確保・育成Υ ʻ

○ ϘθʺИ˔Їτ›ϩδο ˑσФкϽжЭϬ ϙ›ϩδθ › σЂ˔РІϬ ΰθϤʺ ϒ
χְỘϞῲ ʾ ᵫ Ϭ“μοΜΪϥプロデューサーの確保・育成Ϝ ʻ

○ ήϣτʺ‰ πШІСЌзГϰχ‰ΜФкϽжЭϬל ΰοʺ Πωʺὲῴ ḩ ϒχṓξΦϞ
Ṑ Ϊ◦כϬ Ϥʺ“ τνσΫοΜΪϥガイドの確保・育成Ϝ ʻ

○ άχϢΞσ ∙χᶎ ʾӾ χ▫ ϙρΰοʺ地域林政アドバイザーや地域おこし協力隊などの枠組
みを活用ΰʺDMO ʾḢΊẸᵓϞ › ☼ χḚ ʾְּ֫יʺ ᶋ σḢΊⱧỘּיʾ ỘⱧỘ
τʺЀ˔ДϰК˔Ќ˔ρΰοὓᵊ τ ήϦᶨ βϥάρΥ ʻ

「森林サービス産業」創出に向けて必要な４つのステップ

ˣάάπꜘΰοΜϥІГАФψΚΨϘπ ꜘπΚϤʺ ӽχם τϢμοζϦηϦχ ᵬπ ρσϥ︡ χ   ψΚϤ ϥʻ

構想段階 準備段階 事業化段階 自走段階

基盤整備
戦略・ビジョン

・先進事例の収集
・地域資源の把握・掘起し
・戦略・ビジョンの作成

・施設・歩道等の改修
や森林空間の整備等による
地域資源の磨き上げ

・地域プロモーション戦略
の検討（ブランディング）

・公民連携による更なる地域
資源の磨き上げ

・地域プロモーションの試行

・公民連携による持続的な
地域資源の磨き上げ

・地域プロモーションの拡充
・近隣地域との広域連携

推進体制の整備 ・行政内関係部署との調整
・中核的人材の開拓
・協議会等の設置

・中核的人材の育成
・行政・中核的組織・拠点施

設等との役割分担の整理
・受入体制・システムの検討

（企業協定等を含む）

・中核的組織・拠点施設等を
中心とした受入体制の構築
（企業協定等を含む）

・誘客促進等に向けた地域内
外の事業者との連携・協働

・中核的組織・拠点施設等を
中心とした事業運営

・地域内外の事業者との連携
・協働の更なる拡充

・提供サービスの質の確保・
向上に向けた仕組みづくり

サービス提供者 ・関係者の洗い出し ・体験プログラムの作成
・ガイド等の確保・育成

・モニターツアーを通した
体験プログラムの改善、
ガイドのスキルアップ

・宿泊・飲食・体験等を組合
わせた事業モデルの構築

・口コミ等の評価を通じた
体験プログラム・ガイド
スキルの更なる改善・向上

・多様な事業者等と連携した
事業モデルの拡充

マーケティング ・市場調査
・ターゲット層の整理

・コンテンツを踏まえた
ターゲット層の明確化

・販路・広報手法等の検討

・営業・広報活動の実施
・モニターツアーによる販路
・広報手法等の検証・構築

・販路・広報手法等の改良・
確立

エビデンス ・先行研究の把握 ・ターゲット層のニーズに
応じたエビデンスの検討

・モニターツアーにおける
エビデンス取得手法の検証

・エビデンス取得・集積と
多角的なデータ分析・活用

5

ポイント１
ᴅ ʾ › σ︡ τϢϥˮ ϱЛЦ˔Єдр˯Ϭ
βϥ♪ χ☼├ ᵫ

ポイント２
ФкϽжЭχ ᴟʾל Μ︣χІϺиϯАФχ ệϬḦϙθʺ
ᵬ σ◕ χᶈ

ポイント３
ӽ χЀ˔ДϰК˔Е ρσϥ ῢ Ϭ ʾӾ

ポイント４
ӽᵰχˮᵰΤϣχ♪ ˯ρ ӽ χˮ Τϣχ♪ ˯Ϭ
ϙ›ϩδθᴣ

ポイント５
ḇ ᴣ Ϭ Πʺ ӽУжрДϰрϽϬᶎ βϥθϛχ
σФкϽжЭχ

ポイント６
ˮ ӽ ḕὊↄ˯χ♪ Τϣʺ ӽχ ϬΩ׃ ᴟβϥθ
ϛχⱧỘ

戦略・ビジョン策定のポイント



属 性 氏 名 所 属 ・ 役 職

委員長 宮林 茂幸
東京農業大学 地域創成科学科 教授
美しい森林づくり全国推進会議 事務局長

副委員長 土屋 俊幸
東京農工大学大学院 農学研究院 教授
林政審議会 会長

副委員長 鍋山 徹
(一財)日本経済研究所 専務理事 《情報共有専門部会長》
林業復活・地域創生を推進する国民会議 WG主査

委 員 赤池 学 （一社）CSV推進機構 理事長

委 員 安藤 伸樹 全国健康保険協会（協会けんぽ） 理事長《エビデンス専門部会長》

委 員 池田 三知子 経団連自然保護協議会 事務局長

委 員 稲本 正 東京農業大学 客員教授

委 員 大本 晋也
（独）国立青少年教育振興機構 理事
国立淡路青少年交流の家 所長

委 員 久保 成人 (公社)日本観光振興協会 理事長

委 員 熊谷 晃 長野県 信州ブランド推進監 営業本部営業局長

委 員 佐野 雅宏
健康保険組合連合会 副会長・専務理事
安田日本興亜健康保険組合・理事長

委 員 椎川 忍
(一財)地域活性化センター 理事長
(一社)移住・交流機構 業務執行理事

委 員 志村 格 (一社)日本旅行業協会（JATA）理事長

委 員 武居 丈二 全国町村会 事務総長

委 員 津野田 勲 （一社）香りの健康ライブラリー 代表理事

委 員 松本 晃 （株）日本政策投資銀行 地域企画部 次長

令和元年度「森林サービス産業」検討委員会メンバー
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３．新たな事業創出の開拓のあり方

○ Ϟйϼзϵ˔Єдрχה῝ Ϭψαϛρΰοʺ ☼ ʺ ễӾ☼ χ῝Ặ☼ Ϟ ḧ☼
τΣΜοʺ☼ χ ʾᵠ ϞḚ ʾְ֫ρԁ ρσμθ θσⱧỘ Ϭ μοΜΨ ʻ

森林公園、県民・市民の森（公有林） 新たな公民連携等によるリノベーションのモデル創出

レクリエーションの森（国有林） 新たな公民連携等によるリノベーションのモデル創出

保養施設 自治体・企業の「保養施設」の複合的利用等のモデル創出

青少年教育施設 自治体・大学等の「青少年教育施設」の複合的利用等のモデル創出

リゾート施設、別荘地、キャンプ場等 「リゾート施設」「別荘地」「キャンプ場」や遊休資産となっている社有林
等における異業種協業による再開発のモデル創出

森林総合利用施設等を活用した「森林サービス産業」のモデル創出のタイプ（例）

４．段階的・発展的なモデル地域の選定・支援のあり方

○ ЯДи ӽχ τ θμοψʺ ӽχ ᵬτᴂαοʺⱧỘᴟ ᵬτΚϥ ӽχ ΤϣˮЯДи
ӽ˯Ϭʺ ᵬτΚϥ ӽχ Τϣˮ ӽ˯Ϭʺ  ᵬτΚϥ ӽχ Τϣˮ  ӽ˯

Ϭ ΰοʺζϦηϦχ ᵬτᴂαθ◦כ├Ϭ„αοΜΨάρΥ ῟ʻ

○ ₈ῇʺ  σˮ Ђ˔РІ▀Ộ˯χ τΰΪοψʺ σˮЯДи ӽ˯Ϭ ΰʺ θσ
᾽ẁ Ϭᵫ βϥФкϽжЭχᵫ Ϟ ẁβϥῲ ︣ ʾ ЎаКиχᵫ τᴥΠοʺ ꜛ χΚ
ϥ ӽχ ʾРЅдр χ├ ʺ χ  ʺϵРДрІ︡ ︣ Ϟ ЄІГЭχᵫ Ϭ
ΰοΜΨάρΥכ◦ ʻ

（オブザーバー）
ӽꜛ ᴂכᴿ

ᴬᶘ ӽᶘ ᴿ ễӾע
ІЪ˔Б ὲῴІЪ˔Бᴿ
ῡ ὲῴᴿ
Ὂↄ▀Ộ ХиІϾϯ▀Ộᴿ
ḢΊ ḢΊⱢᾛᴿ
ḕẽ ꜛ ḕẽὓᵊᴿ

（事務局）
ᴿ ╦ ọʾ ᴟ ע

Ὂְᴿ ▀ ע├
זּ׃῝  ᴟ Ṑ  ├Ḽᵊ
ԁ זּ ▀ Ẹṳᵓ


